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第 35 回関西チアリーディング選手権大会に向けて 

 

第 35 回関西チアリーディング選手権大会が、6 月 14 日（日）に ASUE アリーナ大阪にて開催され

ます。 

関西地区のチアリーダーたちが一堂に会し、日ごろの練習の成果を披露します。春のメンバー入れ替

えを経て、各チームは 4 月からの約 2 か月間、この日のために練習に励んできました。今大会は今年

度最初の公式舞台となります。 

大会には計 105 チームがエントリーし、自由演技競技、チアリーディング スピリッツ演技競技、ス

モールグループス演技競技、ダブルス演技競技、エキシビション、エキシビション ジュニアスター、

エキシビション ヤングスターの各部門で演技に臨みます。 

今回は、昨年度の関西選手権 DIVISION１高等学校の部で上位 3 位に入賞した、箕面自由学園高等

学校、梅花高等学校、大阪産業大学附属高等学校の 3 校を紹介します。 

 

【箕面自由学園高等学校 GOLDEN BEARS】 

〈出場部門〉 

・自由演技競技 DIVISION1 No.３ 

・自由演技競技 DIVISION2 No.２・No.７ 

・スモールグループス演技競技 女子部門 No.4 

 

今年の GOLDEN BERAS は、チームの団結力の強さが大

きな特徴です。一度みんなで決めたことには、全員が全力

で取り組み、普段は無邪気で元気いっぱいな姿を見せな

がらも、重要な場面ではしっかりと気持ちを切り替えて本

気で向き合う姿が印象的です。 

今年は、３年連続となる総合優勝を目指しています。 

テーマは「BEARS らしく王道に」。 

これまで築いてきた伝統と経験を大切にしながら、王道ス

タイルをまっすぐに表現する演技が期待されます。迫力あ

るパートナースタンツや、終盤に向けて盛り上がる構成に

も注目が集まります。 

選手たちは次のように意気込みを語っています。 

「BEARS らしい演技で、身近にいる人やいつも応援してくださる方に感謝の気持ちを届けたいです！

楽しくてワクワクする 2 分 30 秒にしますので、ぜひ楽しんでご覧ください！応援よろしくお願いしま

す！」 



【梅花高等学校 RAIDERS】 

〈出場部門〉 

・自由演技競技 DIVISION1 No.11 

・自由演技競技 DIVISION2 No.5 

・エキシビション No.1 

 

今大会、RAIDERS は演技終盤に新技を披露しま

す。これまでも、オリジナリティあふれるパフォーマンスで観客を魅

了してきましたが、今年はさらに独自性に磨きがかかり、より印象的

な演技が期待されます。 

選手たちは、「レイダースのオリジナルの技と、ラストの新技に注目

していただきたいです！」と意気込みを語っています。 

新１年生が加わったことで、どんな時でも明るく前向きに練習へ取り

組める、フレッシュで活気のあるチームになっています。 

目標は「レイダースらしく挑戦し続け、感動を届ける 2 分半」。 

これまでの経験を大切にしながら、チームらしさをしっかりと表現す

る演技で関西大会に臨みます。 

 

【大阪産業大学附属高等学校 FIGHTING ANGELS】  

〈出場部門〉 

・自由演技競技 DIVISION1 No.6 

・エキシビション No.７ 

 

自由演技競技チームは「ノーミスで総合 3 位」、エキシ

ビションチームは「笑顔で魅せる、ノーミスの演技」

を目標に練習を重ねてきました。 

年々、レベルが上がるチアリーディングでは、演技の

完成度が得点を大きく左右します。ANGELS はその中

で「ノーミス」を掲げ、安定感のある演技で大会に挑

みます。 

今年のテーマは、「ANGELS らしさ」。一つひとつをし

っかりと止め切るスタンツは大きな見どころです。 

元気さと声の大きさが今年のチームの特徴。選手たち

は、「新１年生も入って初めてのメンバーでの大会なの

で、練習でやってきたことを出しきります！」と意気

込みを語っており、気合十分で関西大会に臨みます。 



第 35 回目という節目を迎える関西選手権大会。 

記念すべき大会のタイトルを手にするのはどのチームなのか、そして 8 月に開催される JAPAN CUP

への切符をつかむのはどのチームなのか、注目が集まります。 

今年も、それぞれの目標に向かって準備を重ねてきた全チームの健闘に期待が高まります！ 
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